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新型コロナウイルス COVID-19 の感染拡大は世界
の人々の生命や生活に重大な影響をもたらしました。
こうした中、2021 ライフサイエンス知財フォーラ
ムでは、COVID-19 を含むパンデミック対応の場面
で、研究開発イノベーションのサイクルを支えるド
ライバーとなる知財権の保護と、生命の危機を解決
する医薬アクセスに向けた知財権の利用と、どのよ
うな仕組みでバランスをとるのか、産官学を代表す
る方々に垣根を越えて議論していただきました。
日本製薬工業協会は、新型コロナウイルス感染症が
世界規模で蔓延している中、有効で安全な治療薬お
よびワクチンの迅速な研究開発を進めることが収束
に向かう重要な手段であると認識し、会員各社はこ
れにコミットして、既存薬の転用（ドラッグ・リポ
ジショニング）、ワクチンの創出、新規治療薬の創出
等イノベーションを推進するほか、産学官の連携に
も取り組んでいます。

一方、国産のワクチンの研究開発が欧米企業の後塵
を拝した現状から、パンデミックへの迅速な対応を
可能とする平時からの感染症対策の推進が国家安全
保障の観点からも必要との課題認識が 2021 ライフ
サイエンス知財フォーラムでも指摘されました。
2022 ライフサイエンス知財フォーラムでは、国産
COVID-19 ワクチンや治療薬の創製を加速するため
に、臨床試験や承認制度の在り方、事業性の担保等
の有事の対策に加えて、ワクチンや感染症治療薬の
創製につながるイノベーションを創出するために、
基礎から応用までの平時の研究支援の在り方、ベン
チャーの育成や産学連携を含めたトランスレーショ
ナルリサーチの推進体制等どのような社会基盤を平
時から実装していくべきか、産官学を代表する方々
に垣根を越えて議論していただきます。

❶申込みサイト（https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_yo5KSFiVRICrryjswj4cDw）
　または、製薬協ＨＰ（http://www.jpma.or.jp/）、ニュースルーム内のイベント情報「2022ライフサイエンス知財フォーラム」
　からもお申し込みができます。
❷登録後、当日の視聴URLがメールで自動送信されます。当日は視聴URLをクリックし、必要事項を入力し
　ログインしてください。
❸資料はフォーラム前日から終了までダウンロード可能です。

※登録後、自動送信メールが届かない場合は、必ずchizai-forum2022＠jpma.or.jpまでご連絡下さい。
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）

以下のイベントページをご参照ください。（参加申込：2022年2月16日（水）まで）申込方法

こちらのQRコードからも
直接アクセス出来ます。
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※1件の申し込みで視聴可能な人数は1名と致します（複数 PC、デバイスの接続の禁止）
※本フォーラムの録画・録音・撮影、およびフォーラム資料等の転送・SNS 等への投稿無断転載は固くお断り致します。
※タブレットやスマートフォンでも視聴できます。また、アプリのインストールなしでブラウザからも視聴可能です。
※終了後のアンケートにご協力ください。終了後のアーカイブ配信予定はありません。
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   2022 ライフサイエンス知財フォーラム準備委員会事務局
  日本製薬工業協会　知的財産委員会　担当：横田／藤井
  TEL：03-3241-0335　FAX：03-3242-1767　E-mail：chizai-forum2022@jpma.or.jp

ウェビナープログラム （11月現在・敬称略）

13:00

開会挨拶
手代木　功 日本製薬工業協会　副会長、塩野義製薬株式会社　社長　

13：05～ 14：15

講演

mRNA創薬：ワクチン・医薬品への新展開
位高　啓史 東京医科歯科大学 生体材料工学研究所　
　　　　　　　生体材料機能医学分野　教授

我が国のワクチン開発に係る治験環境の整備の取り組みについて
野村　由美子　厚生労働省　医政局　研究開発振興課　治験推進室長

14：25～ 15：35

講演

AMEDの研究開発支援について - 平時と危機対応
岩本　愛吉 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
　　　　　　　研究開発統括推進室 室長
　　　　　　　理事長特任補佐（AMED特使：感染症研究分野） 

　　　　　　
COVID-19 感染における製薬業界の知財面からの取組み
石田　洋平 日本製薬工業協会　知的財産委員会　委員長

15：45～ 16：55

パネルディスカッション

〈モデレーター〉　
高倉　成男　明治大学専門職大学院法務研究科（法科大学院）　教授
〈パネリスト〉
位高 啓史 ／ 野村 由美子 ／ 岩本 愛吉 ／ 石田 洋平

16：55

閉会挨拶
塚本　芳昭　一般財団法人バイオインダストリー協会　専務理事

14:15 ～ 14:25　ブレイク

15:35 ～ 15:45　ブレイク

17:00　閉会

お問合せ先


